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今月号では2012年京機会総会の特別講演でご講演いただきました中村久志氏（S56 / 1981卒）

のものづくり出前講義が掲載されています。出前講義では以下の写真に関わる内容もあります。

また、出前講義の講師も募集されています。ご一読ください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
テレビでは新プロジェクトXが始まりましたが、京機会会員の多くの皆様もご自分のプロジェ

クトXがお有りかと思います。 
ものづくり出前講義や京機短信でご披露いただくのはいかがでしょうか。 
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◎1914 年日本初：「腰掛式水洗便器」 ◎1980 年「ウォシュレットＧ」 ◎1999 年「水の形を変えたウォシュレット」 
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2024 年度中部支部総会・講演会・新人歓迎懇親会 

 

中部支部総会幹事 藤 智範（H15/2003卒） 

 

【総会】 

2024 年度の中部支部総会も、昨年に引き続きリアル＋リモートのハイブリッド

での開催となり、総勢 73 名という多くの方々にご参加いただきました。  

今年は森 雅彦支部長（H60/1985 卒）から近藤功一新支部長（H61/1986 卒）へ

の交代の年にあたり、お二人からこれまでの活動や今後の活動への抱負を語って

いただきました。 

2024 年度からは「人とつながり、未来への壁を破る 中部支部」をテーマとし、

コロナ禍以前にも増して会員同士がつながっていけるよう活動を推進してまいり

ます。 

 

【特別講演会】 

今年はジュゴン研究の第一人者 市川光太郎様、キャリアコンサルタントの常光

瑞穂様（H60/1985 卒）のお二人にご講演頂きました。 

市川様からは、音によるジュゴンの探索手法から捕まえ方、それらの探索技術

を用いた南極地域観測隊での水中生物の研究を、現地での動画を交え紹介頂きま

した。 

常光様からは、働き方が多様化・複雑化するいま、キャリアデザインの進め方

をものづくりに例えたフローや、その場でのアンケートを用いて、わかりやすく

ご説明頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 
講演会：市川様 講演会：常光様 
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【懇親会・新人歓迎会】 

リアル開催の懇親会にも、55 名と多くの方々にご参加いただきました。 

ご講演者のお二人も交えた講演にまつわるクイズは大変盛り上がり、また 4 月

から加わった 7 名の新社会人にはこれからの抱負を語って頂きました。締めは恒

例の「琵琶湖周航の歌」を、今年は石橋基弘さん（H4/1992 卒）の音頭のもと全

員でアカペラ合唱し、大変盛会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リアル参加者集合写真 

肩を組んで円になり、琵琶湖周航の歌 
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「井上達雄先生を偲ぶ会」報告 

 

今谷勝次（S58/1983 卒） 

 

2024 年 5 月 11 日（日）、ホテルグランヴィア京都にて「井上達雄先生を偲ぶ

会」が開催されました。奥様の恭子夫人やご家族にも出席いただき、山田・井上

研立ち上げ時から 2000 年代までの同窓生、さらに研究をとおして井上達雄先生

（S38/1963 卒）にお世話になった方々など、総勢 59 名のご参加がありました。 

 井上達雄先生は、2023 年 9 月 23 日に逝去されました。会では井上先生のご業

績の紹介、黙祷、献杯の後、ご家族から提供いただいた先生の若い頃のスライド

やビデオの上映、さらに研究室 OB からの思い出話で往時を懐かしみました。会

場には、生前に受けられた瑞宝中綬章や追贈された「正四位」位記のほか、弓道

衣を着けられた先生のタペストリー、装束、趣味の絵画が展示され、皆で井上先

生の思い出を語り合いました。 
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series ものづくり出前講義（5） 

ウォシュレット開発物語 ～日本トイレの進化～ 

「こんな私がなぜ講師に？」 

楽しいですよ！！ あなたもやってみませんか！ 

（前回までの藤川さんからバトンを受けて・・） 

 

中村久志（S56 / 1981 卒） 

 

1. ことの始まり 

話は、2012 年「ウォシュレット G」が機械遺産に認定いただいたところから始

まります。その年の京機会総会でウォシュレットの話をする約束を受けてきた先

輩会員から、突然の講師指示が筆者におりてきました。急遽、同僚に手伝っても

らいながら準備を行い、京大時計台のホールでお話をいたしました。 

大学時代と言えば、夜の西部講堂や百万遍あたりをうろうろしていた筆者にと

って、並み居る先生方の前で話をすることはとても想像できず、「どうしよう！

何をお話しできるだろう！」と頭が真っ白になった記憶が残っています。 

そこで考えたのは、「ウォシュレット」を“機械”として意識しておられる方

はほとんどいないのでは？ということでした、発電機や車のエンジンなどとは違

い公の場ではなく、私的（それも、もっとも私的）な空間で使う道具としてのみ

認識いただいている！と思い定め（それにすがって）「まずはどんなものか見て

もらおう！」という切り口で話を組み立てていきました。講演会場にウォシュレ

ット実機を持ち込み、カバーを外して、内部構造をつぶさに確認していただいて

（カメラで細部もスクリーンに映し出しました）、これを話の掴みにしました。 

・ノズルの構造や、水流の出し方 

・便座の構造や原理 

など内部は、ローテクの中にもハイテクも組み合わせて出来上がっている事、先

人の努力のたまものであることを話して乗り切った覚えがあります。きっと、ご

参加の方々が、筆者の話の内容のはるか先を行くご理解と解釈と想像で受け入れ

ていただいたことと思い、今思い出しても、冷や汗ものです。 
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2. 高校生に伝える 

その後、福岡県立修猷館高校（11 月 3 日を「出前講座の日」として、お医者さ

ん、大学の先生、漫画家さん、市役所の方など多彩な方をボランティア講師とし

て、約 50 講座を学校挙げて取り組んでいます。前半と後半に分けて各 90 分、25

講座ずつ実施）で 2018 年から「出前授業」の講義をしています（千々木京機会会

長（S54/1979 卒）からのお話で参加できました）。対象は 1，2 年生で生徒さん

は希望の講座を受講します。講座数が多いので、生徒さんを勧誘する文章も、各

講師の方が事前に提出します。講師の方は、生徒さんが何人来てくれるのか、ド

キドキしながら準備します。また、同じく県立東筑高校でも、2019 年、2021 年

（オンライン）、に実施しました。 

◎講義内容について。・・ここで、時計台での話が役に立ちます！ 

最初の掴みは、時計台の時と同じです。実機を持ち込み、当初はさらに、展示会

で使う、デモンストレーションキットも用いて、ノズルから実際に水が出るとこ

ろを見てもらいました。生徒さんは、興味津々で、カバーを開けて内部を見ても

らうと、もう最高潮です！ノズルなどの

部品も展示したり、回覧したりしていま

した。普段目にするウォシュレットに、

たくさんのモーターなどが詰め込まれ

ていることを初めて知って、驚いてくれ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひととおり驚きの時間経過後、話の骨子は 

① 創業者が渡欧した時に“便器”を持ち帰った話 

水が出る、デモ機 

（水漏れを起こして大変だった時もあり） 
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② ウォシュレット 1号機を作った先輩の話（プロジェクト X 風に・・） 

③ 筆者が当事者でもあった“ウォシュレットの危機”を乗り越える話 

この 3本柱で構成し、特に、 

・自然界の「原理、原則」を応用していろいろな機能を作り出し、最終的にお客

様にとって、使いやすい・使い心地の良い商品に仕上げること・・今勉強して

いる物理や化学などがその「原理・原則」を理解する基礎となっていく！ 

・新商品を作り上げるときは生みの苦しみが続くこと。苦しみながらも“仲間”

とともに作り上げた時の喜び、“お客様の笑顔”に出会った時の喜び・・これ

こそが商品開発の醍醐味！！ 

といったことがうまく伝えられたら・・と思いつつ、講義を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 講義のたびに、大きなお土産がいただけること 

出前授業を行って特に強く思うことを 3 つだけ挙げると 

①生徒さんたちと対面でお話ができ、イキイキとした言動や行動に接すること

ができます・・睡魔と一生懸命戦っている方もいます！ 

②生徒さんたちの感想に感激！ 

 

 

 

 

筆者自身の拙い授業でも「こんなに感じ取ってくれるんだ！」と感動します。

それゆえ改めて、講義内容について一層の責任を感じることになります。 

◎例：「原理原則の世界」を説明するときのスライド ◎例：「開発者の喜び」を話すときのスライド 

※講義に使用するスライドの例 

・・商品開発の熱さや、市場を相手にする

事への難しさや面白さを感じました。・・・ 

◎レポートの一例 
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レポートをいただけた場合、何度も読み返しながら、授業の場面を思い出し、

「もっと、ああすればよかった。こうすればよかった。」と、次の機会へ向け

て、楽しく思いを巡らすこととなります。 

③学校側のご苦労も並大抵ではないことがわかり、感謝しかありません！ 

我々の申し出が遅いタイミングであっても、生徒さんにとって良い機会になる

と判断されたときは、本当に一生懸命、実現に向けて走り回ってくださいます。 

私共も一過性の取り組みではなく、学校の年間計画に組み入れていただけるよ

う、早め早めのアプローチと継続的実施を考えていかねばならないと思います。 

課題も多く、準備も大変な時もありますが、とても楽しい思い出となって、「次

回もやっていこう！！」と、思わずにはいられなくなります。 

4.「出前授業」への誘い 

筆者の場合は、商品開発の切り口で話をしています。商品を作り上げるまでの

泥臭い話や、「原理・原則」の話を、生徒さんたちが、新鮮な気持ちで捉えてく

れているのでは・・と手ごたえを感じることができます。 

経験豊富な皆様方。大学生活や研究の話、進路決めの話、社会に出てからの話

など様々な切り口で興味深い話を、是非、若い方たち、高校生や高専生へお伝え

願えないでしょうか。 

現状は、出前先があってもなかなかむやみに広げられない状況です。ご協力い

ただける方が一人でも二人でも増えると、大変心強く思います。 

◆最後に 

手探りで始めた「出前授業」講師です。当初は、水漏れ騒動を起こしたり、高

校の同窓生を多く同席させて叱られたりと、失敗しながらもなんとかやってこれ

ています。今では、デモ機も簡便なものを準備し、鞄一つでできるようになりま

した。高校生のレポートを読み返すたびに、今年はどんな自己紹介をしようか・・

など準備段階から楽しめるようになっています（昨年の山に登った話は結構受け

ました！）。 

皆様方も、是非この楽しい講師を経験されることを願っています（京機会本部

でも募集しています）。私も、体が続く限り継続させていただこうと思っていま

す。 

どうぞよろしくお願いいたします。 



京機短信  No.393, 2024年6月 

- 9 - 
 

series わたしの仕事（46） 

有人宇宙システム株式会社（JAMSS） 

 

広瀬貴之（H27/2015 卒） 
 

 

1. はじめに 

私は椹木哲夫先生の機械システム創成学研究室にて修士・博士課程を過ごし、

現在は有人宇宙システム株式会社（JAMSS：「ジャムス」と読みます）という会社

の安全開発・ミッション保証部・先端技術研究センターというチームに所属して

います。JAMSSは社名の通り宇宙業界の会社ですが、自己紹介をすると「そんな

会社があったのか・・・」という反応を頂く事も多く、もっと知名度を上げてい

かねばと思っている今日この頃です。このたび光栄なことに、学生の頃より目に

していた「わたしの仕事」シリーズに寄稿する機会を頂きましたので、本稿では

会社での仕事のみならず、修士課程からそのまま博士課程に進み、博士号を取っ

て就職した経験についても紹介できればと思います。 

 

2. 会社概要 

JAMSSはJAXAのパートナー会社として、国際宇宙ステーション（ISS）の運用

や宇宙飛行士の訓練および健康管理、各種宇宙機の安全評価など、日本の有人宇

宙活動をあらゆる方面から支えている民間会社です。主な拠点は東京大手町にあ

る本社とJAXAの筑波宇宙センター（TKSC）にある事務所で、そこでは約250名

の社員が働いています。私も就職活動を始めるまで詳しくなかったのですが、上

記のような有人宇宙活動は民間委託されている部分も多く、一般の方々には「そ

れってJAXAの仕事だと思っていた」と思われている業務も多く含まれます。

JAMSSはそのような業務を軸に、現在の有人宇宙活動や今後の宇宙開発への貢献

を目指す会社であり、その代表的な業務や部門には次のようなものがあります。 

 まず社内で一番の大所帯は、ISSの運用管制官が在籍する部門です。各種メディ

ア等で図1のような管制室の写真や映像を見たことがある人も多いと思います。

彼らはまさにこの場にて、JAXAや同業他社の管制官の皆さんと24時間365日体制

でISSの管制業務にあたっています。 
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図1 筑波宇宙センター（TKSC）・ISS運用管制室 [1] 

（この写真にもJAMSS社員の姿がちらほら） 

 

JAMSSには宇宙飛行士の訓練インストラクタや健康管理要員の在籍する部門

も存在します。彼らは主にTKSCにて、ISSの中でも日本の開発したモジュール「き

ぼう」に搭載された機器の扱いに関する訓練や、微小重力、閉鎖・隔離環境とい

った過酷な宇宙環境に晒される宇宙飛行士の健康面におけるサポートを行ってい

ます。また近年では、十数年ぶりに行われた宇宙飛行士の選抜試験にも携わりま

した。彼らは有人宇宙活動の中でも、運用管制官以上に「人」に特化した部隊と

いえます。 

 

  
図 2 宇宙飛行士訓練の様子 

 

このような活動と切っても切れない関係にあるのが、私も所属する安全部門で

す。JAMSSの安全部門は宇宙機の設計から運用に至るまでの安全評価はもちろん

のこと、近年ではそのような経験を経て培った知識や技術の他産業への応用にも

取り組んでいます。私の仕事も後者のような、「分野横断的な安全」に対する取り

組みです。前置きが少々長くなりましたが、そのような業務も含め、私の主な3つ

の仕事を次章にてご紹介します。 
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3. 私の仕事 

3.1 仕事1：自動車や船舶など自動運航（運転）システムの安全解析&設計支援 

私が業務時間の大半を費やしている仕事は、自動化の導入が推し進められてい

る自動車や船舶などに対して、人と機械（システム）の協調の観点から安全解析

や設計支援を行う事です。近年はIT技術の進歩も相まって各種自動化システムも

非常に優秀になり、我々も日々のあらゆる面で恩恵を受けています。しかしこの

ような技術の発展には、一般にシステムの複雑化がつきものです；たとえ機械の

側のみどれだけ賢くなったとしても、それを扱う人間が機器の挙動と上手く協調

できなければ、システム全体として不適切な挙動に繋がり安全も脅かされてしま

います。よって自動化システムの安全について考える際には、機械の故障や人間

のミス（いわゆるヒューマンエラー）の特定・排除のみを独立的に考えるのみで

なく、1) 人と機械のインタラクションが特定の情況（Context）下でいかに進行

し、2) それが別の情況下ではどのように変貌しうるかという視点に基づく分析が

必要となります。もう少し平たく言うと、モノを「どう作るか」のみでなく、そ

れが実際の現場において「どのように使われるか」まで考えることが重要とも言

えます。私の業務では、このように人や機械を個々の独立した系として捉えるの

ではなく、人間―機械系およびその周囲を取り巻く情況まで総体的（Systemic）

な視点で捉えた社会・技術システムとして対象の系を考え、既存システムの安全

評価や現在開発の進められているシステムの設計支援を各メーカや機関などとも

協力しながら行っています。 

1つ具体例を挙げると最近では、船舶運航の自動化を目指す国のプロジェクト

に参画し、自動操船システムの概念設計のための分析作業に携わっています。船

舶は自動車や航空機などと比べゆっくりとした速さで航行する乗り物であり、衝

突回避なども時間的余裕を持って臨めると思われがちですが、大きな船になると

質量が他の乗り物の比にならず、旋回や減速にも非常に時間を要するため、多く

の船舶が輻輳する海域では、先読みの連続による操船が船長に要求されます。し

かし、このような「先読み操船の極意」は、「グレートキャプテン」と呼ばれる熟

練者の方々でさえ、自身の普段遂行しているタスクにも関わらず体系的に説明す

るのが難しく、したがって同タスクを自動化システムに落とし込むのも困難な状

況にあります。また、これに関して昨今は機械学習を用いた各種物標の検知や航

行経路のプランニングなども試みられていますが、その取り組みも難航している
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様子です。このような課題に対し我々は、グレートキャプテンと呼ばれる方々が

普段何を考え、彼らの口から断片的に語られる要素がどのように連動することで

上記のような操船が実現されているのか ― すなわち先読み操船の極意をモデル

として表現し明らかにするというアプローチをとりました。詳細は発表資料とし

て公開されたもの[2] があるのでそちらに譲りますが、この一連のインタビュー

やモデル構築、分析作業により、ニューラルネットワークなど用いずとも、人間

の船長を模した操船を実装可能なロジックに落とし込むための知見が得られまし

た。これを踏まえ現在は、あたかも人間の船長が操船しているような操船プログ

ラムを実装する作業にも取り組んでいます。 

ここで少々話は逸れますが、実はこの仕事、椹木研究室で取り組んでいた研究

のほぼ延長みたいな内容になっています。私の修士・博士での研究テーマは、オ

ートパイロットを用いた旅客機の操縦や車の自動運転、製鉄所のオペレーション

などを題材に、まさに上記のような社会・技術システムの構造や特徴、挙動など

をモデルとして表現し、そのレジリエンス ― すなわちあらゆる環境の変動の中

で同システムが生き延びていくことのできる能力1 がいかに発揮されるかを明ら

かにすることでした。特にレジリエンスという用語は近年の災害なども相まって

多くの場面で聞かれるようになりましたが、これをいかに発揮するかは、システ

ムや組織、ひいては社会の安全を考える上で非常に重要な概念であり、社会人に

なってからも一貫してこのテーマに取り組んでいることになります。 

──────────────────────────────────── 
 1レジリエンスという用語は固体力学の「変形したものが元に戻る」や「弾性力」といった意

味合いに端を発し、それが転じて心理学の「逆境やストレスを乗り越え立ち直る力」や「回復

力」といった意味でも使われるようになりましたが、ここではC.S. Holling [3] の提唱した「生

態系における生物の種があらゆる外敵や環境からの外乱を受けるも、自身の状態を環境に適応

（≒進化？）させつつ生き延びていく能力」といった意味で用いています。またErik Hollnagel
という学者が上記「生態系のレジリエンス」の考えを安全工学に拡張したレジリエンスエンジ

ニアリング [4] という領域もあり、私の研究の基盤でもあります。 

 

3.2 仕事2：HTV-X運用管制官 

前節に紹介した業務と並行して、私は宇宙機の管制官業務にも携わっています。

管制するのは HTV-X と呼ばれる機体で、過去9度にわたりISSへと物資や実験器

具などを運び届けた輸送機 H-II Transfer Vehicle（HTV；通称「こうのとり」）の

後継機となります。主な仕事は種子島宇宙センターから打ち上げられ宇宙空間で
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ロケットから分離した機体をISSとのドッキングまで導き、ISSへの補給後は離脱

から地球への再突入までを地球から支援することです。地上ではこの間、機体か

ら送られてくるテレメトリの監視やアメリカ・ヒューストンよりISSを管制して

いるNASAメンバとの調整、イレギュラーが起きた際の各種対応に追われること

となります。HTV-X初号機の打ち上げ時期は2024年春時点でまだ正確に決まって

おらず、私自身も訓練中の身ゆえ実体験はじめこのような場に適した「オモロイ

話」を語るにはネタ不足ですが、また近い将来報告できるよう頑張っています。 

 

3.3 仕事3：各種研究・学会活動 

1つ目の仕事を紹介した際にも述べましたが、現在の仕事は私の学生時代の研

究と密接に関わっています。その関係もあり（？）、会社ではここまで紹介したよ

うな仕事をこなす傍ら、各種研究や学会活動のための時間も業務として確保され

ています。特に博士号を取得してからは学生の頃と異なり、論文執筆や学会発表

のみならず、学会の委員やジャーナルの査読に携わる機会も増え、活動の幅がど

んどん広がっているように感じます。特に2023年夏には日本で約40年ぶりの開催

となったIFAC World Congress 2023という学会の委員も務め、主に市民フォーラ

ムと銘打った、元宇宙飛行士の方の特別講演や、弊社所属の宇宙飛行士インスト

ラクタ全面協力のもと、宇宙飛行士選抜試験の課題をアレンジしたテーブルゲー

ムの体験イベントの運営に携わり、多くの貴重な経験をさせていただきました。

民間企業であるがゆえに研究と商売の兼ね合いについて悩むことも多いですが、

こちらも常にバランスを意識し日々の仕事に励んでいます。 

 

図 3 ドッキングのため ISS へ向かう HTV-X のイメージ図 [5] 
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4. おわりに 

以上が現在私の携わっている主な仕事となります。私は修士課程で周囲がどん

どん就職を決めていく中で博士課程への進学を選びました。当時何の迷いも不安

もなく博士課程進学を決断したといえば嘘になりますが、それでも研究活動を通

じて多くのことを学び、分野や業界のみならず国境も越えて多くの人と出会えた

経験を思い返すと、当時の選択は間違っていなかったと思います。現在の勤めて

いるJAMSSも、そのような研究活動の中で現在の上司にあたる技術者たちと出会

い、学生時代から定期的にディスカッションを重ねる中で就職を考えるようにな

った会社です。私は研究活動が単なる知識の探求に留まらず、人と人を繋ぐ活動

でもあると考えています。立場的に民間企業で研究者として働くことの意義を問

われることも多いですが、このような思いを胸に今後も頑張っていきたいと思い

ます。 

 

ここまで読んで頂きありがとうございました。また京機会のイベントなどで皆

様と直接お会いできるのを楽しみにしています。 

 

参考資料 

[1] https://www.jamss.co.jp/mission/kibou/ (Access: 2024/5/26) 

[2] Hirose, T., Nomoto, H., Iino S., Michiura, Y. (2022). Functional Analysis of Safe-

  

(a) 元宇宙飛行士の方による特別講演会 

(b) 宇宙飛行士体験ゲーム： 

学会関係者のみならず小中学生はじめ多く

の方に楽しんで頂きました 

図 4 IFAC World Congress 2023 市民フォーラム@パシフィコ横浜の様子 



京機短信  No.393, 2024年6月 

- 15 - 
 

Ship Operations: Envisioning Success Factors of Great Captains, The 14th 

FRAMily Meeting/Workshop. 
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[3] Holling, C. S. (1973). Resilience and stability of ecological systems. Annual 

review of ecology and systematics, 4(1), 1-23. 
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series 研究最前線（15） 

タンパク質分子の引張挙動からゲノムの静水圧動態まで 

～力に対する未知なる生体応答を探して～ 

 

牧功一郎（H24/2012 卒）   
 

「生体が力に応答する分子レベルのメカニズムとは？」 

 

1. はじめに ～生体を力の観点から見つめる面白さ～ 

京機会短信での研究紹介の機会をいただき、御礼申し上げます。私はこれまで、

力学環境への生体の応答・適応の仕組みに興味をもち、研究を進めてきました。

例えば、適度な身体運動によって、筋肉は、より大きな出力を出すようになり、

骨は、より丈夫になることが経験的に知られております。このような生体組織が

もつ機能的な形態（かたち）が胚発生期に形成される上でも、細胞自体が発生さ

せる力の重要性が示唆されております。その他にも、植物の重力方向への屈性な

どが報告されております。私は、このように生体が力に応答・適応する仕組みの

鍵を握る、生体組織を構成する「細胞」「分子（タンパク質・DNA）」に着目し、

これらの力学的挙動、および、生化学的反応との連関を探ってきました。 

本稿では ① タンパク質分子の引張挙動 と ② ゲノム（全遺伝情報を含む

DNA）の静水圧作用下の動態 に関して、近年の研究をご紹介させていただきます。 

 

2. タンパク質分子の引張挙動 

博士課程（マイクロエンジニアリング専攻）

在籍時には、安達泰治先生のもとで、細胞間の

接着部位に存在するメカノセンサ分子（力を

感知するタンパク質）に着目し、その引張挙動

を理解することを目的としました。メカノセ

ンサ分子は、隣接する細胞間の張力発生（綱引

き）に寄与し、上皮シートなど、多細胞レベル

の局所的な変形を生み出します (Fig. 1)。 

 

Fig. 1 細胞間の張力発生 

フィードバックと多細胞変形 
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細胞間接着に存在するメカノセンサ分子（αカテ

ニン）は、細胞間においてアクチンフィラメントと

ミオシン分子の相互作用により生じる張力のもとで、

そのコンフォメーションを変化させ、生化学的因子

との結合性を変化させることが知られます (Fig. 2)。

このような描像は、細胞生物学的な実験検討によっ

て示されたものでしたが、分子レベルで生じる力の

オーダーが不明であり、その立体構造も明らかあり

ませんでした。以上の研究背景から、αカテニンの

分子レベルの引張挙動を解明することを目的とし、 

原子間力顕微鏡（AFM）を用いた分子引張試験 1-3（AFM 探針を用いて生体分子に

直接張力を負荷し、その引張挙動を解析する実験手法）を行いました (Fig. 3A)。 

本研究では、自己阻害構造をとるαカテニンに対して、２種類の方法（40 nm

伸展させた状態での待ち時間あり・なし）で張力を負荷しました (Fig. 3B) 2。そ

の結果、フォースカーブ（Fig. 3C、力－伸び量関係）を取得しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 メカノセンサ分子

（αカテニン）の引張挙動 

Fig. 3 αカテニンの AFM 引張試験 

Fig. 4 αカテニンの力学適応的構造変化 

（Maki et al., Sci. Rep. 2016 より改変） 
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フォースカーブにおいて、分子の中間状態の遷移を示す力のピークに着目し、

力のピーク値を解析した結果，待ち時間を設けた条件においては、αカテニンを

ほどくのに必要な力が増加することが示されました (Fig. 4)。このことから，αカ

テニンに張力が作用すると、立体構造が変化し、よりほどけにくい状態でビンキ

ュリンを待ち受ける力学適応的な分子メカニズムが明らかとなりました。 

さらに、張力のもとでαカテニンがビンキュリンを誘導する仕組みを探るため、

αカテニンに張力を負荷し、同時に、全反射蛍光照明と呼ばれる分子観察法を用

いて生化学的因子を観察する実験を行いました 3 (Fig. 5)。その結果、張力作用下

のαカテニンがビンキュリンを誘導する瞬間をリアルタイムで捉えることに成功

しました。メカノセンサ分子が、力のもとで生化学的因子を誘導する過程を観測

した初めての例となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. ゲノムの静水圧作用下の動態 

博士取得後「細胞内でもっとも長い分子鎖の挙動に着目した研究をしよう」と

考え、東京大学大学院工学系研究科（牛田多加志先生）とヘルシンキ大学 HiLIFE 

研究所（Sara Wickström 先生）において、関節内の静水圧変化に対する軟骨細胞

のゲノム（全遺伝情報を含む DNA）の動態に着目して研究を進めました。細胞内

では、2 m を超える DNA が「核」とよばれる構造の中に収納されています。 

 現地で細胞生物学実験を習得し、みずから、細胞を不死化（？！）させるなど、

新しい世界に新鮮な驚きをもちながら、研究を進めることができました。 

Fig. 5 αカテニンによる生化学的因子の結合 

（Maki et al., Sci. Rep. 2018 より改変） 



京機短信  No.393, 2024年6月 

- 19 - 
 

詳細は割愛いたしますが、マウス由来の軟

骨細胞に対して 5 MPa のピーク値をもつ周期

的な静水圧を負荷した結果、細胞核内におけ

る DNA の折り畳み状態、および、遺伝情報の

転写（出力）に変化が生じることが示されまし

た 4 (Fig. 6)。しかしながら、数～数十 MPa の 

静水圧が DNA およびタンパク質に与える変形は微小であると見積もられること

から、静水圧が DNA の折り畳み状態に及ぼすメカニズムは依然不明でした。 

 そこで、京都大学に助教として着任してからは、生体組織・細胞スケールの力

学計測技術を発展させながら5, 6、細胞核内でゲノム（DNA）が形成する構造体を

分子レベルで特定し、その静水圧作用下の力学動態を理解することを目的としま

した。特に、一口に DNA といっても、核内の力学・生化学的環境のもとでは、

一定のねじれ角を有した二重らせん構造から、ゆるくほどけたり、完全に開裂し

たり、左巻きに逆ねじりしたりすることが推測されているため、DNA をバックボ

ーンとした分子構造体に関しては、広い研究可能性が広がっていると考えました。 

核内の力学・生化学環境において、DNAの一

部は二重らせんのねじれ角が小さい  DNA 

（underwound DNA）へと構造変化します。

Underwound DNA は、遺伝子転写や複製など、

種々の核内反応の制御に寄与することが知ら

れており、ます。細胞核内の  Underwound 

DNA を「その場観察」した結果、核内構造体

の１つである核小体（タンパク質を合成する

分子機械であるリボソーム、を合成する大元

の工場）において、underwound DNA が顕著

に発生していることを見出しました7 (Fig. 7)。 

さらに、核小体の構成タンパク質である nucleophosmin（NPM）が、DNAの軸

回転を拘束し、RNA ポリメラーゼ I（RNAPI）を駆動力とした underwound DNA

の発生に寄与する機構を示しました (Fig. 8)。Underwound DNA の発生により、

遺伝子領域へのさらなる RNAP の結合を介して、協調的な転写、および、間欠的

な転写活性化（転写バースト）が駆動されるメカニズムの解明が期待されます。 

Fig. 6 ゲノムの静水圧応答 

Fig. 7 Underwound DNA  

の細胞核内におけるその場観察 

（Fukute et al., Commun. Biol. 2024 

 より改変） 
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4. まとめ 

生体（細胞）による力への応答・適応は、ナノメートルサイズの分子1個から、

2 mにもおよぶゲノムの力学的振る舞いを起因として生じます。現在は、静水圧

作用下における NPM 分子複合体の安定化を介して、Underwound DNA の発生

が導かれるとの仮説を立てて、研究を進めております。NPM などのタンパク質

が形成する複合体に静水圧が及ぼす効果について、また、その結果として DNA 

に生じるナノスケールの構造変化について、新たな装置・解析手法の開発を通じ、

核心的機構、そして、力に対する未知なる生体応答に迫ってゆきたいと思います。 
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Fig. 8 Underwound DNA の発生メカニズム 

（Fukute et al., Commun. Biol. 2024 より改変） 
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1989年、京都市左京区に生まれる。2008年、洛星高校を卒業する。2012年、京都

大学工学部物理工学科を卒業する。2017年に工学研究科博士後期課程を修了し、

博士号を取得する。2017年より、日本学術振興会特別研究員PDとして東京大学お

よびヘルシンキ大学で研究を進める。2019年から現職。 

 

研究室HP: https://www2.infront.kyoto-u.ac.jp/bf05/  

Researchmap : https://researchmap.jp/koichiro-maki 
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新刊紹介 
 

西堀榮三郎の南極・山岳・品質管理──探検的精神で「未知」を切り拓く 

東近江市 西堀榮三郎記念 探検の殿堂 編 2024年3月発行 ¥1800＋税 

サンライズ出版 https://www.sunrise-pub.co.jp/isbn978-4-88325-816-1/ 
 

西堀榮三郎×東近江市湖東町×殿堂スタッフ──三つの情熱の賜 

 

吉田英生（S53/1978卒） 

 

 京都大学が誇る西堀榮三郎（1903-1989）の生誕120周年

記念として、願ってもない本が出ました。西堀家の出身地、

東近江市〝西堀榮三郎記念 探検の殿堂（以下、殿堂）〟の

スタッフにより編集された本書は〝八ヶ岳のような人〟と

呼ばれた西堀の全体像を詳細かつビジュアルに描いていま

す。西堀が紙面から現れて読者に語りかけ、そのスピリット

が伝わってくるような出色の一冊ですが、この本は一朝に

して生まれたのではなく、実に半世紀を越える関係者の情

熱の賜であることに気付きました。 

 タイトルに追記した「三つの情熱」の一つ目、西堀榮三郎については拙稿（京

機短信376号 http://www.wattandedison.com/Imanishi-Nishibori.pdf ）でも紹介し

ましたので、ここでは二つ目、東近江市湖東町から。殿堂は、JRびわこ線（東海

道本線）近江八幡で近江鉄道に乗り換え、6駅目の八日市で下車し、さらに北東方

向に数キロ──車なしにはアクセスも不便な田んぼと溜め池に接する田園にあり 

 

漫画で解説 
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ます。失礼ながらそんな田舎に、立派な白亜の殿堂が1994年

に実現したのは、湖東町長 西堀茂平氏（1929-2013：在職期

間は3期1983-1995、たまたま榮三郎と同姓）が1960年代、榮

三郎の魅力に圧倒されてぜひとも！と情熱をもって先頭に

立ち、地元の人たちも一丸となって推進した素晴らしいプロ

ジェクトの結果でした（参考：滋賀県湖東町建町40周年記念

「注文の多い田園風景──多くの夢と希望に育まれた日本一の田園風景」1994）。 

 そして三つ目、そのような町だからこそ志に満ちた人たちが集まって存分に活

躍できた──気鋭の殿堂スタッフ──市の学芸員 館長の角川（すみかわ）咲江さ

ん、小林亜美さん、田中一美さんのお三方が、西堀榮三郎への限りない敬愛とと

もに情熱を注いで編集した結晶が本書なのです。マンガ（＋イラスト）は小林さ

んの創作で本書全223ページ中の83ページ。貴重な写真の数々、元南極観測越冬

隊員／長男の西堀岳夫氏／品質管理の大家 唐津一氏などへのインタビューや講

演も含め、全編に西堀の貴重な情報が満載です。3部からなる全体の構成（次ペー

ジに掲載した目次参照）から、一文一文、一画一画の細部まで、どの部分を見て

もとことん考え抜かれていることに感銘を受けます。 

 

  
「西堀隊長のリーダーとしての器量」p.34 「ヘビに睨まれたカエル？ 大親分！今西錦司」p.172 

 

 今年4月で没後35年となった西堀榮三郎は、若い世代にはあまり知られていな

いように思いますし、関連書のほとんどは図書館や古書でしか接することができ

ません。世界は混迷を極め、わが国は何かと落ち目で元気にかける今日、京都大

学が輩出した偉大な西堀榮三郎を理解し、「とにかく、やってみなはれ」のスピ

リットに触れ、勇気をもって前に進む重要性は申すまでもありません。京機会の

みなさまも「とにかく、読んでみなはれ」。 

 湊 長博 京大総長、この本を殿堂のパンフレットとともに、来年から新入生全

員に配布してはいかがでしょうか！ 
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追記：京機短信376号の拙稿では、京大の大先輩として敬意と親しみを込めて「西堀先生」と表

現しましたが、ここでは殿堂スタッフによる新刊の紹介ということもあり、歴史上の人物とし

て敬称なしで表現しました。 

 

 

 

 

 

高校時代は人間力の醸成の大事な時 
 

宮内 直（S53/1978 卒） 
 

1. はじめに      

大学受験は選別のための選別、更に受験勉強は単なる合格手段に堕し、好奇心・

感受性の高い中・高校生の間に自我と共に形成すべき人間力と好奇心や感受性、

また科学的思考力の形成も阻害と思う。詰込教育は受験の短期決戦には向くが、

大学・社会で伸び代 0 の無機的人間を作ろう。私立高校の偏差値対策、特進学級

が多様性に相反も自明。国公立大合格者数は多様性の大きな 1 指標とも思う（後

述の母校は私の卒業年、1974 年に全国 1 位）。 

日本企業は高い生産技術と開発力、事業力でリーマンショック以降の急変し厳

しい事業環境や国際競争も売上増で凌いだが、今後も物作り等の自らの強み・存

立基盤を基に IT 技術も適宜、活用し後述の水素社会等の新領域へ展開しよう。ク
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ボタ時代のリクルート担当の際、人事部門は世界中の顧客とも渡合える人間力を

持つ地方公立名門高校出身者を重視（所謂、高校学歴重視[1]）。一方、中高一貫

校生には私も温室育ちのひ弱さを感じた。また組織は発足後、急速に陳腐化とよ

く言われるが、更に競争と責任、信賞必罰の無い組織は成員を無能にする。パワ

ハラを恐れ部下を指導・育成しない上司は責任放棄。組織の長は確信と熱意、律

儀とその裏付けの実務能力と経験、知識、金集め力、社内人脈（製品開発の際は

営業キーマンと多方面で共闘）。成員には業務分担による全員参画・当事者意識

と達成感。成員が神輿ぶら下がりや様子見、仲良クラブでは組織は動かず、その

責務の成果は出ず解散となる。また性能未達の試作品は開発期限も迫る中、極め

て冷酷な現実だが、頭も体も使ったアナログな汗かき仕事のみに答え、机上や仮

想空間内の事後評論的空論には決して答えない。これらも私の実感・経験則であ

る。 

大学４年間は人生のほんの一瞬。特に逆境バネを持ち積極的で社会に活力を与

える若者等の人生 100 年の自助・生計も含め、大阪府等の高校の授業料無償化ま

た有望学生への給付型奨学金は日本の未来への大きな投資と思う。ポンプ業界の

大先輩の言「昭和の国立大学の安い授業料の恩恵を受けた者は社会へ還元を」に

は全く同感だが、彼らも将来、社会還元をしよう。よって本施策は負担先送り解

消の財政再建や人口減対策より、喫緊の即効性と共に持続性も高いと思う。地方

公立名門高校は日本の屋台骨を背負う人材を集め芋洗い的環境の擬似社会体験を

させ人間力を醸成、よって飛び級は不要も私の実感。そこで私の高校時代を以下

に紹介する。昨年 11 月の京機短信に投稿の「IT・デジタル化と企業の生産性向上

につき思う事」[2]は京大同期や業界の友人達に好評だったが、本投稿の読後感を

私の E メール（miya-uchi@gaia.eonet.ne.jp）に頂きたいです。 

また全 392 号の検索・取得が URL（https://keikikai.jp/publications/tanshin/）か

ら容易な京機短信は、日本有数の大学関連の情報媒体です（投稿規定の京大らし

い緩さも良い）。京大機械 OB の懇親と共に情報発信・共有の有意義な場なので、

企業 OB も奮って投稿すべきです。私の同期にも自動車業界の有名人が多数おり、

年間売上が数～数 10 兆円の高価格・大量産品の開発や事業の、厳しくも豊かな

経験・成功体験は非常に貴重。社会に出る学生諸氏の大いなる道標また勇気にな

ると思います。 
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2. 私の高校時代   

地方公立名門高校の卒業生は人間力と好奇心・地頭が強く伸び代が大。率直で

元気で挑戦的、ストレス・逆境に強く、様々の境遇の仕事相手の懐へ初対面でも

飛込む。また地方の親達は「子供は何とか国立大学へ」と懸命に働き、子供もそ

の感謝で社会に出て勤勉なので企業に人気[1]。地方創生が最近よく話題になるが、

明治の急速な近代化から戦後復興・高度成長は、江戸時代の全 264 藩（領邦）が

殖産興業で作った社会インフラと経済力（文化拠点の城下町の産業や交通網、教

育機関等）と、これらにより輩出した多彩な地方人材が背負った事は周知。また

2002 年に Darmstadt 工科大の Stoffel 教授（元 KSB）を訪問後、ルイ 14 世の侵

略で廃墟と化した Heidelberg 城に登り、韓国の自動車技術者と知合い遅い昼食。

端麗な果実味の Pfalz ワインの酔い醒しに見やる街の既視感は、松山城から見渡

す 360° 箱庭の城下町だった。日独は領邦国家でほぼ同時期、19 世紀半ばに近代

国家になったが、地方の多様な風土・文化も多彩な人材を産むと思う。 

斜陽の気配もある日本の発展の持続には、地方のこの活力と人材が今後も絶対

に必要。母校の愛媛県立松山東高校（以下、東高）の運動会また京大の大学祭（同

期会は毎年、同日に百万遍で開催）に行くと、学生達は今も人間力豊かで一安心。

また京大同期は今だ人間力の塊、引退後も技術コンサルや自営業、社会の各所で

活躍中。忙しい事もありゲンキンだが専門外で困った時等は連絡し合い、お互い

の頼り甲斐と律儀さ、信頼・連帯を確認しあう。 

伊予（愛媛）は瀬戸内で最長の海岸線また石鎚山系の特産（塩や海産物、蝋、

砥石等）や絹織物等の手工業品、更に瀬戸内海の水運（馬より大量輸送）で豊か

な熟国のため、国司は播磨と共に平安貴族に最も人気。更に源氏も始祖の満仲・

頼光父子以来、伊予守になり大きな基盤とした。江戸時代も国造以来 1000 年の

名族・河野の宗家断絶で、伊予は 8 藩に細分割されたが、各城下に連歌や俳句、

算額、芝居、能等の文化。儒学は大洲藩は中江藤樹以来、蘭学も南予の二宮敬作

や三瀬諸淵、武田成章等。私塾・寺子屋も鷲野南村（大阪 2 大私塾・梅花社の塾

頭で頼山陽と親交）の橙黄園等、農村部を含め各地で盛ん。 

愛媛の県立高校はこれら文化を継承し 3 人のノーベル賞受賞者、大洲高の中村

修二や三島高の真鍋淑郞、東高の大江健三郎を輩出（愛媛人の伊予水軍以来の海

洋民の特質か、内 2 人は日本国籍を放棄）。愛媛県は東・中・南予の 3 地域に別

れ各々、城下町や中心都市（四国中央・新居浜・西条・今治と松山、大洲・八幡
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浜・西予・宇和島）と特色・競争力のある産業（工業や農林水産業、観光業）を

持つが、上記 3 人の出身はこの 3 地域に分散。この地方力は今も人材を育んでお

り、真鍋博士の 2021 年の受賞の当日、憧れの目を輝かす後輩達を見て、人材輩

出主体である地方公立名門高校は今も健在と思い、頼もしくも嬉しかった。 

藩校が前身の東高はその典型だが、人材輩出の旧制中学以来の教養主義また自

立心醸成の放任。また男子学生が多く、新米教員の漱石と渡り合って以来のバン

カラ。4 グループ対抗（青龍、紫雲、紅樹、黒潮）の学校行事も多く、秋は全国的

に有名な運動会、冬は予餞会等。夏のボートレースの選手に選ばれ、梅津寺の艇

庫には渋々顔の遅参。既に野球部等の 4 人がこの『青春の一大事』に全身全霊、

熊の様に猛る力比べの真っ最中（同級生 550 人の中に埋没せぬ様、何でも良いか

ら目立つ）。私は全員の冷視を浴び「コックスでもやれ」となったが、リズム感

0 の掛声にオールが全く揃わず、薄ら寒い曇天下の半日練習は非難の嵐。どうな

る事かの本番は気合で紅樹艇と大接戦、掛声「キャッチ・ロー」のピッチを上げ

鼻差の大逆転。私を厄介者扱いの猛者達も一転の大感謝、全員で小躍りしボート

は転覆寸前。堀江浜への凱旋は真夏の真青な空と海、真白な入道雲は西日本 1 の

山、石鎚山より遥かに高く、次第に近づく大歓声と笑顔の観衆も心地良。 

運動会[3]はまずリヤカーを引き城山を一周し商店街や銭湯の段ボール集め。櫓

建ては運動場の堅い地面に多数、直径 100 mm 深さ 1 m の穴掘り。夜半の炊出は

家庭科室で作った飴入握り飯。また若気の至りも余韻の深夜 0 時過ぎ、教員の見

回りと聞き理科室の床下に潜込むと蜘の巣だらけだが眠り呆け、秋雨の頬打つ飛

沫に目が覚めた。当日は『松山や天より高き天守閣』の盛秋の日本晴。白馬が引

くローマの戦車の壁画（W12 × H3 m）は、友人の驚愕の画才。野外劇は「チンギ

ス汗になった義経」。馬も乗せ日本海を渡る大フェリーの舳先には義経。兜の鍬

形は真青に澄みきった広空の下、西陽にキラキラ黄金色に輝く。ケレイトやメル

キトを次々と破り西夏へ。突如、高塔に現れた王女が飛降り（勿論、体操部が代

役）井上靖の名作、敦煌を想起し演出監督の才気に驚嘆。東高は多士済々だった。 

予餞会（3 年生の受験の壮行会）の演出も巧み、パネル等の大道具は体育館の

壇上に所狭しと並ぶ。光源氏はタイムマシンの故障で現代に不時着。家司の伊予

介に聞いた都でも評判の賑わい、伊予の湯桁の道後温泉で時空を超えた長旅をい

やす。更にヘルメットに角棒のゲヴァルト女子 3 人に襲われ右袖へ。彼女達は左

袖へ悠然と去るが直後、右袖から光源氏を追い再登場。更に二番町の飲屋街での
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大乱闘に巻込まれ、時間を止め平安時代へ帰還。投光器の七色光が回転する中、

手足を挙げ静止の群衆へ場内から大歓声。また浦島太郎では、生活指導教員に似

た丸眼鏡の門番が竜宮城の前に仁王立ちで観衆は騒めく。更に「帽章ないし校章

ない。上履き履いてどこへ行く」の一言で大爆笑だが、小学校からずっと優等生

の女子達は渋い顔。若気の至りの一部学生は昼休み、校門前のたこ焼店へ上履き

のまま行っていた。 

 

 

 

 

 

  運動会（全国的に有名）[3]         松山城と満開の桜 [4]  

私は野心満々で尖った目立ちたがり屋の 5 人組の一員。花見は城山[4] の広大な

本丸（平山城では日本最高所の空中庭園）の満開の桜並木へ。東雲口に補導員と

の情報に急遽、照葉樹が密生する北側から登るが絶壁で断念。日本 3 大連立平山

城の堅固さを実感し結局、東雲口へ。若気の至りで頬染め降りると、観光客が笑

い「城下町の高校生は良いな」。 

放課後は一泳ぎ後、海パン一丁でハンドボールに場外乱入しボディタッチの空

中戦。左利きを生かし左ライン際をドリブル突破しシュート。11 月半ばの夕暮、

南国でも肌寒いプールに唯 1 人、受験日も近づき心細くなった。また明屋書店で

暇任せの立読中、友人達の『青春の一大事』大喫茶店内の自転車通過やラーメン

3 杯の 10 分で完食無料等の立会人に呼ばれ行った。 

剣道は剣勢が上達せず中学で止めた。ただ間合や目付（相手の目線や動き）、

弱者の返し技（払い小手等）、更に試合に出る度に黒胴を相手に『1 対 1 の格闘

技は実力が即、結果』も身に染みて習得。社会に出ての相手との駆引・見切りや

仕かけに役立った。ラグビーの授業ではゴール前、相手の目線で右パスを読みイ

ンターセプト。中学校継走駅伝の第 1 走者 6 位の走力で「県大会で 70 m 独走ト

ライ」と新聞に載ったラグビー部ウイングを振切ったが、次第に遠ざかる荒い息

は今も鮮明。弟が生徒会長立候補の際は、3 グループ長の全面支援を取付けた。 
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3. おわりに 

以上の様な芋洗い的な東高生活の勢いで、卒業文集には強い思いと気合で退路

を断つ合格宣言「旅行の時、宿の世話を頼む。合格者へ」。私の人生訓は『準備

は万端、本番は気合と楽観』また前向きで一生懸命の人は『幸運の女神が誰にで

も微笑む僅かの機会』を必ず発見。また今は大昔の、若さゆえの馬鹿々々しくも

ひた向きな人間力の切磋琢磨 N（N；大数）は、社会に出て大きな財産になった。 

また人間力醸成には重過ぎる受験負荷を改善す可し。英語は文法は簡単だが（屈

折語に特有の無法則で煩瑣な名詞の格変化や動詞活用が単純化）、母音に[æ]等の

異音が多く、綴りと発音の不一致も煩雑。日本語の濁音や拗音等が少なく綺麗な

音韻組織への[ʒ]や[ʃ]等の異音の侵入も困る。更に専門英語（工業や契約等）は日

常会話と全く別物。海外技術部は中東の大型プラント受注の際、欧コンサル会社

が作成の膨大な英文契約書を数ヶ月かけ精査（法律用語の解釈の違いは違約金等

の重大問題になる）。よって専門英語は目的に応じ大学や企業で習得す可し。そ

の結果、英語の負荷は中学英語程度に下がり、中国やインド以上に理科教育を充

実できよう。 

日本語の文字定着は早く、ローマ以外の欧が森・原野の頃。この 1500 年間、音

韻や語彙・文法の変化が小さく整合・合理性が大（欧諸語は発音容易化のための

音韻変化が文法を侵食・摩耗）。現代人もその意味や抒情が理解でき素晴しい。

また和漢混交文は平家物語の冒頭の名文の様に和文の豊かな抒情・柔軟性の上に、

漢字・漢詩の凝縮・象徴性も持とう。また日本人が漢字の一部を用い音節文字の

仮名を作った事は、動詞と助動詞（補助動詞）の活用等の膠着語特有の文法の規

制・合理化によると思う。また現代文の敬語や構文・統語の冗長さに対し、古文

は簡潔で文法は物理学的法則性が強いので、物理と世界史と共に面白く京大合格

の得点源となった。貝塚茂樹や今西錦司等の京都学派が主に執筆し豊かで広く深

い視点と洞察の名著、世界の歴史・全 24 巻（河出文庫）のアジアと中東は中学時

代に読破。アッシュールバニパルやネブカドネザル等のセム系の王名（共に神の

祝福や加護の意。西ユーラシア的な王権神授）の多音節・多子音の耳慣れない響

きも知的好奇心を刺激し高校の世界史はその復習。また歴史は連続体力学に良く

似ており、そこにアナロジ（波・振動や拡散流束は勿論、特異点や応力集中、時

効、等々）[5]を感じた。 

国語は勿論、意志疎通だけで無く文章の読解・作成力や論理力（帰国子女の漢
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字・日本語力よって思考力の弱さは、よく話題に）、更に感性また日本文化継承

の上で必須と思う。万葉集は日本の文化・美意識の原点また当時の豊穣な口承文

学を今に伝えるが、磐之媛や額田王、万葉女性の自由な魂の率直で才長けた歌は、

現代でも与謝野晶子の歌と共に瑞々しい光彩を放つ。 

ありつつも 君をば待たむ 打ち靡く わが黒髪に 霜の置くまでに 

  磐之媛、巻 2-87 番 

熟田津に 船乗りせむと 月待てば 潮もかなひぬ 今は漕ぎ出でな 

   額田王、巻 1-8 番 

与謝野晶子が旅順攻囲戦の弟に送った詩「君死にたまふことなかれ」は母から教

わり衝撃だったが反戦歌以上に、晶子が神の依代となり詠んだ『戦争の世紀、20

世紀』への挽歌・慟哭と思う[6]。西ユーラシアの収奪型文明は自然破壊・砂漠化

と地球温暖化また食糧・水・エネルギ・地下資源危機等、多数の大問題を惹起中

だが、西ユーラシアは今世紀も国境紛争より遥かに際限無い動乱が連鎖・拡散。

地理・歴史・文化的に遠い東ユーラシアや日本は距離を置きつつ（GDP3 位をド

イツに譲った日本に、その経済的余裕は無い）、アジア的価値･英知・道徳（大愛

寛容や倹約勤勉、謙虚、自然との共生･回帰）を示すべき時期と思う[6]。文化は迂

遠だが時代（社会や経済、政治）の上澄みの点で普遍永続（万葉集は 1500 年以

上、時宗の同朋衆による室町文化は 600 年以上）の骨太い上位価値と思う。この

1 年間、府の産業支援センタでの所用の際に冬の妙心寺や祇園祭、晩秋の嵐山、

葵祭に行き、世界中の訪日客も含む善男善女の大群衆を見て日本は平和と思う一

方『これが 21 世紀の世界の本来の姿』と天啓の確信を得た[6]。 

評論家は日本と世界情勢に喧しく、また IT 製品のテレビ CM の事務系社員役の

間抜けた演技にも辟易。また不況の波を真面に被り無為無策は即倒産の町工場の

息子、また仕掛けが速く赤字事業は即清算の関西企業で勤務の肌感覚から、今の

日本には少し不安を感じるが、日本の活路は勿論、市場は『21 世紀の成長・繁栄

中心、アジアへの選択と集中』[1]、シーズ・事業は『水素社会』と思う。後者は

ホワイト水素（最近、膨大な埋蔵量が判明）で一層の加速。学生諸氏も是非、関

連企業へ就職・活躍すべきと思う。水素燃料エンジンは永久磁石同期モータより

高出力かつ軽量（蓄電池が小）なので、自動車だけで無く空飛ぶ車の原動機にも

なろう。また本エンジンは日本で発達した世界史上最高の精密機械（このためメ

カ屋が大好き）かつ 20 世紀を牽引した内燃機関[6]の希薄燃焼や筒内直噴、高速
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小型化（高過給圧や高速回転）、NOx 低減、また過給機や高圧燃料噴射等の補機

の技術の継承・発展形、また大手 IT 企業等の参入への高い技術・事業障壁になろ

う。 

日本はその屋台骨である自動車産業を、その裾野の中小の部品メーカーも含め

一層、支援（米の EV 税優遇や補助金等、各国も自国企業を支援）、また経済安

保（但し欧の様に高価格・利益の高付加価値製品の輸出への適用は必要最小限。

また『友好・平和とその不断の努力が貿易の大前提』はウクライナ紛争が明白に

した）で守る必要があると思う。更に、水素社会の技術・産業は多岐だが下記等、

日本のこの 70 年近くの高度技術（これらも国策として守るべし）の蓄積が役立

つと思う。 

(1) 液化水素ポンプや水素ステーション、水素エンジン 

①高槻の有力ポンプメーカー酉島製作所は液化水素ポンプに注力。世界初の大流

量ポンプを開発[7]。水素を液化し体積 1 / 800 にして大量運搬。 

・高温・高圧多段ポンプの技術（振動や軸スラスト対策）により高速回転（5000 

rpm）。 

・流量 30.5 m3/hr は液化水素ポンプ、吐出圧 1.6 MPa は遠心ポンプで世界 1。 

・原動機は京大の電気電子工学科の中村武恒先生が開発した高温超電導モータ。

発熱量が小さく- 253 ℃の液化水素の蒸発を抑制。 

②日機装は水素等の極低温液体の圧送ポンプ。その技術課題（キャビテーション

や旋回失速等）は大阪工業大学の宮部正洋先生（元酉島）と共同研究[8]。 

③神戸製鋼所[9]は高圧水素圧縮機、プレクーラーを核とした水素ステーション。

同期の上原一浩氏はその ISO/TC197 の WG21 日本委員会委員長等、日本主導の

水素社会の実現へ尽力 。 

④川崎重工業は水素輸送・貯蔵技術・事業（液化水素運搬船やトレーラ、貯蔵タ

ンク）に注力[10]。 

(2) 核融合 

①京大ベンチャーの京都フュージョニアリングは高出力 1 MW のジャイロトロン

の製造技術[11]を持ち電力や商社、金融業界等から累計 122 億円（2023 年 6 月）

を資金調達。米英の国立機関からも受注。 

②量子科学技術研究開発機構（QST）とキヤノン電子管デバイスはジャイロトロ

ン（1 MW のマイクロ波を発生しプラズマを加熱）を 8 機、国際熱核融合実験炉
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に納入[12]。 
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